


① 「補助金」支出内容の審査を適正に ③通学路の安全整備について
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囲凶領収書等の添付により、明確な収支状況を把握するように指導
囲 する
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② 「救急救命士」24時 間配備を

包各 高規格救急車に 「救急救命士」が24時 間配備されているのか

習 配備される勤務体制に
なっていない

市内に4台 配備されている高規格救急車 >
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子どもの命を守り、安全な習志野市にするためには、行政の働き

と市民の協力が必要です。習志野市の独自施策である地域 「まち
づくり会議」や職員 「地域担当制」を機能させた市政運営をしな

ければいけないはずです。

働
市民の税金であるという認識が欠けています。
平成 18年 に審査委員会か ら指摘 された 「支出内容の詳

細なチ ェック」が実施 されていません。今後も見直 しに手
抜きがないか調査 します。

救急救命士の処置により心肺停止状態だつた方が、社会復帰
する実績がいくつもあります。

現在、救急救命士の半数は、40歳 以上と高齢化しています。

市民の命を救うために、今後も人員の充実を要望します。

危険箇所を改善し、
子ども達の事故防止に務めているのか

昨年度、6園 ・6校 の改善要望がない。教員 ・PTA
方が点検して危険箇所がなかったということか

その通りです

・地域の

改善要望書を閲覧しましたが、市でできるものは、年度内に改善

していました。しかし、信号機、横断歩道

の設置といつた県の予算、許可に係わる

ものは改善されにくいのが実情です。

幅 85cmの 狭い路側帯を歩く小学生 >

(2)袖ヶ浦506丁 目京葉道路下の小トンネルの
安全な歩行空間の確保について

2年 続けて地元 「まちづくり会議」からの通学時間帯の交通規制
にどこが対応するのか

道路交通課が地元町会の方々と調整を図つていきます


